
 

 

 

発行元：益田市市民活動支援センター 

第３７回 わかば基金（2025 年度） 

地域に根ざした福祉活動を行っている団体を助成します。 

 

【１】支援金部門 

国内のある一定の地域に福祉活動の拠点を設け、活動を広

げたいグループ。 

〔助成金額〕 １グループにつき最高５０万円 

〔対象となる活動〕・地域の高齢者や障害当事者に対する福

祉サ-ビスの提供。 

           ・文化・芸術活動などを通じて、障害や年

齢の枠を越えた交流。ほか 

 

【２】PC・モバイル端末購入支援部門 

パソコンの台数を増やすことで、より高齢者や障害者に役立

ち、活動の充実を図れるグループ。 

〔助成金額〕 １グループ最高１０万円 

〔対象となる活動〕・地域の高齢者や障害当時者などへのパ

ソコン指導サ-ビス。ほか 

〔申込締切〕 ３月２７日 

〔発 信 元〕 NHK 厚生文化事業団「わかば基金」係 

〔Ｕ Ｒ Ｌ〕 https://www.npwo.or.jp/info/31196 

 

【はるやま財団】 

障害者支援団体等の活動に対する支援事業 

全国の障害者及び障害者を支援する団体へ諸活動の支援とし

て助成します。 

 
〔助成金額〕 １件当たり５０万円以内 

〔申込締切〕 ３月３１日 

〔発 信 元〕 （公財）はるやま財団（事務局） 

〔Ｕ Ｒ Ｌ〕 https://www.haruyama.co.jp/zaidan/assistance.php 

 

令和７年度「緑と水の森林ファンド」事業募集 

幅広い民間の非営利団体等の主体的・多様な参加による 
「国民参加の森林づくり」運動の推進を図るため事業を募集
します。 
 
【対象事業】 
・普及啓発～森林・緑・水に対する国民の認識を深めるための

普及啓発活動 

・調査研究～地域材の利用・山村資源の有効活用や森林の

公益的機能の増進に係る調査研究。ほか 

【助成金額】 

団体：上限１００万円 

【申込締切】 ３月１５日 

〔発 信 元〕 （公社）国土緑化推進機構 

〔Ｕ Ｒ Ｌ〕 https://www.green.or.jp/green-fund/fund-

koubo/fund-koubo2025.html 
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＜助成金情報＞  

 
 ますだすまいる 通信 

 

NPO市民活動団体情報誌 

（ F B ） 

（ H P ） 

益田市常盤町１番１号 益田市役所連携のまちづくり推進課内 

TEL:0856-31-0600   FAX：0856-23-7708  

 Eメ ー ル：ｎｐｏ@city.masuda.lg.jp 

 

【対象団体】 
NPO 法人 

市民活動団体 

【バスツア－】 

『～柿本人麿～ 

終焉伝承の地を訪ねて』 
 

2025 年3 月１5 日（土） 

 8：45 集合 ～ 12：00 解散 

【お申込み・お問い合せ】 

 益田市柿本人麿公顕彰会（担当：尾庭・大畑） 
 TEL ：0856-32-3161 

 MAIL： hitomarosan.masuda@gmail.com 

２０２５年 ２月発行 第１３８号 

お 知 ら せ 

※各種助成金の詳細については、 
 

発信元のホームページまたは、 

島根いきいき広場（県民活動応援サイト） 

https://www.shimaneikiiki.jp/subsidies/infor

mations 
 

をご覧ください。 

福祉 

福祉 

【対象団体】 
NPO 法人 

市民活動団体 

【対象団体】 
NPO 法人 

市民活動団体 

ポーラ伝統文化振興財団 助成事業 文化 

日本の無形の伝統文化の保存・振興をはかるため、伝統工芸

技術、伝統芸能、民俗芸能・行事の各分野で保存・伝承・振

興活動および調査・研究活動において、有効な成果が期待で

きる事業に対し助成します。 

【助成金額】 １件につき３０～２００万円程度 

【申込締切】 ３月３１日 

〔発 信 元〕 （公財）ポーラ伝統文化振興財団 

〔Ｕ Ｒ Ｌ〕 http://www.polaculture.or.jp/promotion/jyoseiapply 

.html 

【対象団体】 
NPO 法人 

市民活動団体 

～柿本人麿公顕彰会～ 

～NPO法人石西防災研究所～ 

●定  員 ２０名 

●参加会費 ５００円 

●申込締切 3月 7 日（金） 

～Pegasus クラブ～ 

 

益田市益田公民館、Facebook ➡ 
 

Pegasusクラブ、Facebook ➡ 

https://www.shimaneikiiki.jp/subsidies/informations
https://www.shimaneikiiki.jp/subsidies/informations


 

 

 

 

   

ややそう思う３名

とてもそう思う１１名

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 
 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～益田市市民活動支援センターから報告～ 

２月２０日（木）益田市立市民学習センターにて、「令和６年

度、 市民活動支援センター交流会」を開催しました。 

益田市内の NPO 法人４団体 ・ 登録団体３団体 ・ 地域自

治組織３団体 ・ その他２団体の計１４名、ふるさと島根定住財

団職員 4名の参加がありました。 

「市民活動支援センター交流会とは？」 
 

益田市を拠点として地域活動を行っている団体同士が話す機会を設け、「つながり」をつくるきっかけの場と

すること。又、分野の違う人や多様な主体が交流することで、新しい気づきや発見・アイデアを生むきっかけとす

ることを目的としています。組織や立場を超えて協力し合える「つながり」は、とても大きな力となります。交流

会を通して、新しいつながりが生まれ、今後の地域活動がより一層活発になればという思いで開催しています。 

★今回の交流会では、【第１部】：団体の取組み発表（益田市柿本人麿公顕彰会） 

【第２部】：ト－クフォークダンスによる交流会（司会・進行 ユタラボ）を実施しました。 

 

【 第１部 】 ～ 団体の取組み発表 ～ 
 

 

 
『ないものねだりよりあるものさがし～ひとまるさんさがしの活動を通して～』 

益田市柿本人麿公顕彰会  尾庭昌喜氏 

【今の感想】 
 

●悩みや苦しみもあったが、開催して良かった。 

 来場者アンケ-トの「素晴らしい催しだった。」「来場者が少

ないのが惜しい、再演を願う。」などの意見が何よりの励ま

しとなった。 

●市内の多くの関係諸団体の支援を得て実行でき、市民

主導・オール益田での取り組みがある程度達成できた。 

 

 

今回、皆さまからいただいた感想や意見については、今後の支援等に活かして行きたいと思います。年度末の

お忙しい中、市民活動支援センタ－の交流会にご参加いただき、誠にありがとうございました。様々な方のお力添

えのお陰で、交流会を無事に開催することが出来ました。有難うございました。  （益田市市民活動支援センタ－） 

 

【 感想・意見 】 
 

・初めて会う方が多く、参加して良かった。 

・参加されている方がお元気で楽しい時間を過ごしました。 

・最初はとても緊張しましたが、みなさんの活動を聞く事ができて良かったです。 

・益田各地からの参加があって、ありがたいし、話題も豊富になって良かったです。 

・もっと色々お話が聞きたかったです。もう少し時間があれば良かったです。また新しい繋がりもできました。

この出会いを大切にしたいです。 

・初めて参加させて頂きました。今日の気付きやつながりを生かして今後の仕事を頑張りたいと思います！ 

・全団体の紹介タイムが必要だったのではと思います。 

 ※ト－クフォークダンスとは：2つの円の形で着席し、テーマを元に 1対 1で話す。相手を替えながら「ト－ク

（対話）」を行うことでお互いの思いを共有するワ－クショップです。 

   

 

【
交
流
会
の
様
子
】 

【 アンケート結果 】 

今後もこのような交流会が必要

だと思う 

とてもそう思う

５名

ややそう思う

６名

あまりそう思わ

ない３名

とてもそう思う

９名

あまりそう思わ

ない１名

ややそう思う

４名

今回の交流会を通して、他団体との

繋がりができた 

交流会で生まれた繋がりを、今後の活動

に活かしたい 

←参加者に柿本人麿公顕

彰会、尾庭氏への感想・

応援メッセージを書いて

いただきました。 

「益田の地にある“宝”に光をあてる。（雪舟・人麿・

中世のまちづくり）そこに私達が目を向けて、一緒に盛

り上げて行こうではありませんか。そして、それはきっと

“益田に住んで良かったと言えるまち”になるのではな

いかなと思っています。」        （尾庭氏の発表より） 

 

2023年 7月・8月に『柿本人麿没後 1300年祭、記念事業』（主催：柿本人麿没後 1300年祭推進委員会）が開

催されました。この事業の中心となり、益田市内外の団体や個人を巻き込み、企画から開催まで何年も掛けて取り組まれ

たのが、益田市柿本人麿公顕彰会の尾庭昌喜氏でした。この大きな事業を振り返っての感想・反省・今後への課題など

を発表していただきました。 

 

【反省と今後への課題】 
 

●情報発信が充分でなかったのは残念。 

●今後、文化団体等の力を集結して、益田市の文化全体

を高めていけるような組織づくりを目指すことが必要。 

●様々な活動団体の事業を継続して推し進めるため、若

い人を引き込む等の工夫が必要。 

●故郷に対する自信と誇りを持てるよう計画的・持続的

な事業の推進が望まれる。 

 

 

【 第２部 】 ～ ト－クフォークダンスによる交流会 ～ 
 

 

 

（ 司会・進行 ： （一社）豊かな暮らしラボラトリー / 通称 ユタラボ ） 
 

 

 

   

 

 『トークテーマ』は、 ●活動を始めたきっかけ     ●活動をしていてやりがいを感じること 

        ●活動をしていて大変なこと  ●今後、挑戦してみたい新しい取り組み、以上の 4つでした。 

   

 


